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　　　　　　市　の　人　口

　　　　（平成５年４月１日現在）

世帯数　61,487世帯（前月比142世帯増）

人　ロ　182,038人（前月比155人増）

　　男　90,024人

　　女　92,014人

市指定文化財
新たに3件を指定

浄
土
院
羅
漢
堂
な
ど
を
加
え
総
計
4
8
件
に

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
三
十
一
日
、
平
成
四
年
度
の
市
指
定
文
化
財
に
、
彫
刻
二
件
、

建
造
物
一
件
の
計
三
件
を
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
指
定
を
受
け
た
の
は
、
願
行
寺
（
が
ん
ぎ

ょ
う
じ
）
の
石
造
不
動
明
王
坐
像
（
ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う
ざ
ぞ
う
）
、
称
名
寺
（
し
ょ
う
み

よ
う
じ
）
の
木
造
釈
迦
如
米
坐
像
（
し
ゃ
か
に
ょ
ら
い
ざ
ぞ
う
）
と
、
浄
土
院
（
じ
ょ
う
ど

い
ん
）
羅
漢
堂
（
ら
か
ん
ど
う
）
。
こ
れ
で
市
指
定
文
化
財
は
、
有
形
が
四
十
六
件
、
無
形

が
一
件
、
天
然
記
念
物
が
一
件
の
計
四
十
八
件
に
な
り
ま
し
た
。

「
市
指
定
文
化
財
」

と
は

要
文
化
財
な
ど
の
文
化
財
保
護
法

に
よ
る
指
定
や
、
府
文
化
財
俣
護

条
例
に
よ
る
指
定
夕
受
け
た
も
の

以
外
で
、
市
内
に
あ
る
璽
妥
な
文

　
軍
兵
が
自
邸
に
攻
や
ハ
る
と
い

う
悪
夢
に
悩
ま
さ
れ
た
平
清
盛
が
。

一
夜
の
会
’
一
に
刻
ま
せ
た
も
の
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
る
、

願
行
寺
の
不
勲
望
坐
像
。
こ
れ

は
や
や
軟
ら
か
め
の
花
尚
岩
（
か

化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
市
独
自
の
制

度
。
指
定
は
、
市
指
定
又
化
財
保

護
委
員
会
の
答
申
か
尋
庁
て
行
わ

れ
康
ｙ
。

　
こ
こ
で
、
今
回
指
定
舎
河
け
た

三
件
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
よ

木
幡
西
中

こ
シ
が
ん
）
の
前
側
の
半
分
に
像

鷺
営
彫
り
に
し
、
後
ろ
半
分
は

石
材
の
圭
厚
ぐ
残
し
た
石
像
で

す
、
こ
の
手
法
は
、
石
造
の
独
尊

仏
の
場
合
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に

多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
さ
ら

【
願
行
寺
の
石
造
不
動
明
王
坐
像
】

平
安
時
代
末
期
　
像
の
高
さ
7
1
？
、
石
の
厚
さ
3
9
～
4
0
？

に
、
小
づ
く
り
な
頭
、
童
顔
、
な

で
肩
の
優
し
い
体
型
な
ど
、
平
安

時
代
末
期
・
十
二
世
紀
に
多
く
造

ら
れ
た
も
の
の
特
徴
か
屏
せ
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年
代
は

平
安
時
代
末
と
推
定
さ
れ
康
ｙ
。

　
称
名
寺
の
釈
迦
堂
の
本
尊
で
、

材
種
は
不
明
、
寄
木
（
よ
せ
ぎ
）
造

り
。
両
ひ
さ
の
張
り
を
杢
７
と

っ
た
安
定
Ｓ
の
あ
る
プ
ロ
ポ
ー
シ

ョ
ン
タ
痔
っ
て
い
未
丁
。

　
両
足
の
部
分
の
衣
文
（
え
も
ん
）

は
、
型
に
は
ま
Ｑ
工
花
に
富
み
、

平
安
時
代
後
期
・
十
一
世
紀
に
造

　
こ
の
時
期
の
様
式
か
宗
す
貴
重

な
石
造
仏
で
あ
る
た
め
、
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

※
独
尊
仏
・
・
・
両
脇
な
ど
に
仏
を
従

　
え
て
い
な
い
、
一
体
だ
け
の
仏

　
像

東
笠
取
谷
ノ
奥

ら
れ
た
も
の
に
多
く
見
ら
元
る
形

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
作
年

代
は
そ
の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
ま
す

　
こ
の
時
期
の
様
式
奮
不
す
も
の

と
し
て
貴
重
な
た
め
、
指
定
か
受

け
ま
し
た
。

※
衣
文
・
・
・
着
衣
の
ひ
だ

【
称
名
寺
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像
】

平
安
時
代
後
期
　
高
さ
8
9
・
１
？
、

　
江
戸
時
代
初
め
の
寛
永
ナ
で
年

　
（
一
六
四
〇
年
）
に
建
て
ら
れ
た

浄
土
院
の
羅
漢
堂
は
、
次
の
点
が

員
重
た
と
し
て
、
指
定
忽
～
ま

し
た
。

▼
主
要
部
分
が
建
立
当
時
の
ま
ま

　
保
存
さ
れ
、
内
部
の
天
井
に
描

　
か
れ
た
龍
の
彩
色
固
の
保
存
状

　
能
石
艮
い

▼
日
本
在
来
の
建
築
様
式
の
「
和

　
様
」
で
は
な
ぐ
、
鎌
倉
時
代
に

　
禅
宗
と
と
も
に
中
国
か
ら
伝
わ

　
っ
た
「
禅
宗
様
」
衆
王
体
と
し

　
た
特
異
な
建
物
と
し
て
、
美
術

【浄土院羅漢堂】

江戸時代初期　広さ3間×2間

　　右は外観

　　下は内部の天井に描かれた

　　龍の彩色画

宇
治
蓮
華

　
的
・
歴
史
的
価
ほ
が
高
い

　
な
お
、
羅
漢
堂
だ
け
で
な
ぐ
、

建
立
年
代
や
建
て
た
人
の
名
前
が

記
さ
れ
た
棟
札
（
ひ
な
ふ
だ
）
と

銘
札
（
め
い
さ
つ
）
、
建
物
の
正

面
に
掛
け
β
れ
「
羅
漢
堂
」
と
書

か
れ
た
扁
額
（
へ
ん
が
く
）
、
堂

内
の
土
ハ
羅
漢
像
、
羅
漢
像
の
置

か
れ
て
い
る
須
弥
檀
（
し
ゅ
み
だ

ん
）
も
、
建
物
の
価
値
を
高
め
る

も
の
と
し
て
、
同
時
に
指
定
か
曼

け
ま
し
た
（
こ
れ
を
、
附
〈
つ
け

た
り
〉
指
定
と
言
い
未
了
）
。

カナダ・カムループス市への

友好親善訪問団員を募集

　
宇
治
市
の
友
好
都
市
・
カ
ナ

ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市
は
、
今

年
の
七
月
一
日
で
、
市
制
施
行

百
周
年
。
こ
れ
を
記
念
し
、
カ

ム
ル
ー
プ
ス
市
で
は
、
式
典
や

パ
レ
ー
ド
、
カ
ナ
ダ
の
国
体
に

当
た
る
カ
ナ
ダ
ゲ
ー
ム
な
ど
、

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
宇
治
市
で
は
、
こ

テレビ広報

さわやか宇治

の
催
し
に
参
加
す
る
友
好
親
善

訪
問
団
の
団
員
を
募
集
に
羊
子
。

　
平
成
二
年
に
友
好
都
市
と
な

っ
て
以
来
、
活
発
な
交
流
が
続

い
て
い
る
両
市
の
間
の
友
好
と

親
善
を
沓
り
に
深
め
る
た
め
、

あ
な
た
も
訪
問
団
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
訪
問
団
は
二
班
に
分
け
で
派

遣
さ
れ
ま
す
。
５
募
の
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
Ｏ
班
・
内
容
・
日
程
…
第
１

班
＝
記
念
式
典
・
パ
レ
ー
ド
へ

の
参
加
（
６
月
2
9
日
脚
～
７
月

９
日
圖
）
、
第
２
班
よ

ゲ
ー
ム
開
会
式
へ
の
参
加
（
８

月
７
日
出
～
1
6
日
側
）

　
Ｏ
対
象
…
市
民
か
市
内
在
勤

の
人

　
Ｏ
募
集
人
数
・
・
・
第
１
班
＝
2
0

人
、
第
２
班
＝
1
0
人
（
い
ず
れ

な
ら
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

　
Ｏ
費
用
…
第
Ｌ
班
＝
國
だ
円

第
２
班
大
罪
万
円
（
い
ず
れ
も

渡
航
手
続
き
、
個
人
的
性
質
の

費
用
、
サ
ー
ビ
ス
料
は
除
く
）

　
Ｏ
申
し
込
み
・
・
・
４
月
2
8
日
困

ま
で
に
秘
書
課
（
容
内
線
2
0

5
7
）
へ
。

～新茶の季節は

　市営茶室｢対鳳庵｣へ～

新しくなった市営茶室｢対鳳庵｣
をご紹介します

５月１日仕)詔r特ら

　　KBS京都TV

　　　UHF34ch

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
深
を
大
切
に
◆
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受け付けは4月28日(水)まで
　　　　　　受け付けは４月28日(水)まで

願
行
寺
の

石
造
不
動

明
王
坐
像

称
名
寺
の
木
造
釈
迦
如
来
坐
像

浄
土
院
　

羅
漢
堂
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市では、がんの早期発見や成人病予防などのため、各種がん検診

や基本健康診査を行っています。年に１度は受診し、健康づくりに

お役立てください。

　
以
前
は
「
不
治
の
病
Ｌ
と
言
わ
れ
た
が
ん
も
、
早
期
に
発
見
す
れ
ば
治

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
は
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
早
期
発
見
の
た
め
。
年
に
一
度
は
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
市
で
行
っ
て
い
る
各
種
が
ん
検
診
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
春
の
胃
が
ん
検
診
は
、
既
に
受
け
付
け
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
定
員
に
余
裕
の
あ
る

会
場
が
あ
り
ま
す
（
左
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に

申
し
込
み
を
。

日
程
・
会
場
…
左
表
の
と
お
り

胃がん検診の日程と会場表１

会　場 月　　日 会　場 月　　日

六地m公会堂 4/30圈 伊勢田小学校 5/6木

南小倉小学校4/30圀、5/12(*)

木幡公民館 /m、5/6村

北小倉小学校4/23揃、5/11(火)

三室戸集会所 5/7缶
広野公民館 4/26(月)、5/1O側

保健mm

　　センター

4/26(月)、5/10(月)

5/11(火)・13(木) 旦椋ヽ公会堂 5/13困

乳がん検診の日程

土火　水　木

　
現
在
受
け
付
け
中
。
ま
だ
申
し
込
ん
で
い

な
い
人
は
、
早
め
に
申
し
込
み
を
。

１
５
・
６
月
の
日
程
・
：
左
表
の
と
お
り
。

　
時
間
は
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

■
会
場
・
：
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

■
受
診
に
は
、
事
前
に
健
康
医
療
課
へ
の

　
申
し
込
み
が
必
要
で
す

１
　
８
　
1
5

22

29

駁

図

⑩

⑩

恢

恢
恢
勁

5

12

19

26

４

政

⑩

⑤

３

愈

駁

⑩

⑩

2

9

16

23

30

5

12

19

26

④

⑩

⑩

⑤

３

⑩

励

⑩

2

9

16

23

30

１

⑧

⑩

⑩

⑩

⑦

⑩

酋

⑩

6

13

20

n

※
○
印
が
検
診
日
。
×
印
は
定
員
に
達
し
ま
し
た

　
十
一
月
末
ま
で
、
国
公
立
を
除
く

病
院
、
医
院
、
診
療
所
な
ど
で
実
施
中
。

■
受
診
票
を
持
ち
、
直
接
医
療
機

　
関
へ
行
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ

　
い

　
　
五
月
十
三
日
出
ま
で
、
申
し
込
み

　
受
け
付
け
中
。

一
胃
が
ん
検
診
会
場
か
健
康
医
療

　
・
課
で
直
接
申
し
込
み
、
採
便
用

　
　
容
器
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い

一
人
一
枚
、
記
入
し
、
切
り
取
っ
て
、
は
が
き
に
は
る
か
封
書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
※
こ
の
申
込
書
は
、
市
内
各
公
民
館
と
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
あ
り
ま
す
。

【
あ
て
先
】
宇
治
市
役
所
健
康
医
療
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）

……………………刳取り線……………………………………………：
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検診申込書

ふりがな
氏　名 (男・女)

生年月日 明･大･昭　　　年　　　月　　　日（満　　歳）

住　所
宇治市
　　　　　　　　　　　　電話　一

胃がん

検　診

希望する　　第１希望　　月　　日（会場　　　　）

　　　　　　第２希望　　月　　日（会場　　　　）

希望しない　検査済み（市､医療機関､会社､その他　）

　　　　　　受けない（理由　　　　　　　　　　）

乳がん

検　診

希望する　　第１希望　　月　　日

　　　　　　第２希望　　月　　日

　　　　　　いつでも良い

希望しない　検査済み（市､医療機関､会社､その他　）

　　　　　　受けない（理由　　　　　　　　　　）

子宮がん

検　診

希望する

希望しない　検査済み（市､医療機関､会社､その他　）

　　　　　　受けない（理由　　　　　　　　　　）

歯科検診 希望する　　　　　　　　月　　日(木)

※検診料免除番号（　　　　　　　　　　）

　
四
月
二
十
六
日
側
ま
で
、
市
内
各

会
場
で
実
施
中
。

」
対
象
…
○
結
核
検
診
＝
1
5
歳
以

　
上
の
人
　
○
肺
が
ん
検
診
＝
4
0

　
歳
以
上
の
人

一
検
診
料
…
無
料
（
か
く
た
ん
検

　
査
は
３
０
０
円
）

■
検
査
内
容
・
会
場
・
日
程
な
ど

　
詳
し
く
は
、
保
健
予
防
課
（
ａ

　
内
線
2
2
6
1
）
　
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
を

自
分
の
体
と
仲
良
く

今
野
洋
子
さ
ん
（
4
3
歳
・
伊
勢
田
町
）

　
　
「
こ
ん
な
に
な
る
ま
で
気

付
か
な
い
な
ん
て
、
随
分
、
の

ん
気
な
ん
だ
ね
え
」
。
結
婚

早
々
手
術
を
受
け
る
は
め
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
の
。

お
医
者
様
の
言
葉
が
、
今
で

も
耳
の
奥
に
残
っ
て
い
ま
す
。

で
も
あ
る
時
、
中
山
千
夏
さ

ん
も
同
じ
病
気
で
、
や
は
り

似
た
よ
う
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
と
知
り
、
少
し
気
が
楽
に

な
り
ま
し
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
健
康
を
保
つ

に
は
自
己
管
理
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
素
人

は
余
程
の
自
覚
症
状
が
な
い

と
、
体
の
異
常
に
気
付
き
に

く
い
も
の
で
す
。

　
私
は
、
こ
ん
な
こ
と
や
、

健
康
が
第
一
で
す

‘
Ｃ
ｙ
‐
ｌ
ｌ
λ
・
一
：
　
タ
ヽ
3
.
1
Ｃ

>

r
^
t

Ｈ
３
≫

＼

健
康
に
あ
ま
り
自
信
が
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
四
十
歳
か

ら
基
本
健
康
診
査
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
期
間

内
の
都
合
の
良
い
日
に
、
無

料
で
受
け
ら
れ
る
の
で
、
と

て
も
気
軽
で
す
。
ま
た
、
検
査

結
果
は
生
活
を
再
発
見
す
る

き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

時
に
は
「
甘
い
物
は
控
え
よ

う
」
と
。
つ
ら
い
決
心
を
す

る
こ
と
も
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
基
本
健
康

診
査
を
受
け
て
、
自
分
の
体

と
仲
良
く
、
生
き
生
き
と
毎

日
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
乳
が
ん
・
子
宮
が

３
<
!
≪
＾
≪
＼
-
Ｍ
'm
^
c
f
＾
＾
ｎ
ｒ
-

私
た
ち
も
、
お
勧
め
し
ま
す

各
種
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

結
核
・
肺
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診

胃・乳

・子宮

がん成

人歯科

健康診

査

検診申込書
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まずは手続きを！

各種がん検診の実施要項

＼
胃がん

検　診

乳がん

検　診

子宮がん

検　診

大腸がん

検　診

対

象

m歳以上の人

※妊娠中、または

　その疑いのある
　人は除く

30歳以上の女性 40歳以上のメ

検
査

内
容

●問　診

●胃部Ｘ線

　間接撮影

●問　診

●視　診

●触　診

●間　診

●内　診

●細胞診

●問　診

●免疫便潜

　血反応検

　査

検

診

料

500円 300円 1,000円 300円

※次の免除事項にあてはまる人は、検診料が無料になります

　　　①70歳以上の人　②65-69歳で医療受給者証を

　　　持つ人　③生活保護世帯の人　④市民税非課税

　　　世帯の人

受

診

方

法

右下の「検診申込書」を郵送するか、直

接来庁で、健康医療課へ申し込んでくだ

さい。受診票をお渡しします

※子宮がん検診だけは、受診票を、市内各

　公民館と西小倉コミュニティセンターに

　も置いています

５月13日出ま゛

に、胃がん検l

会場か健康医1

課に直接来庁゛

申し込んでくプ

さり．採便用;

器をお渡しし;

す。郵送での1

し込みはできｊ

せん

日
程

会

場

右上のO■

のとおり

右上のIｰ

のとおり。

会場は保健

医療センタ

ー

医療機関（国

公立を除く）
で、11月30日

（火）までの間、

随時

合間
わ
せい

健康医療課（a内線2333）
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ｌ
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＾
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私
の
体
は
今
、
特
に
悪
い

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
中
性

脂
肪
の
値
が
、
ほ
ん
の
少
し

高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で

も
、
余
り
気
に
せ
ず
、
月
二

回
の
登
山
、
週
二
回
の
カ
ラ

歯も見ます

オ
ヶ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
基
本
健
康
診
査
を

毎
年
受
け
て
、
健
康
に
自
信

が
持
て
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
診
査
の
結
果
、
市

の
保
健
婦
さ
ん
の
家
庭
訪
問

を
受
け
、
食
事
指
導
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
ア
ド
バ
イ
ス
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
縁

で
、
体
操
教
室
や
折
り
紙
教

室
な
ど
の
市
の
行
事
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

／
４
・
‐
‐
．
ｐ
１

ｌ
ｊ
ｌ
ぐ
１
／
‐

良
い
日
に
近
く
の
病
院
で
受

け
ら
れ
る
の
で
、
毎
年
誕
生

日
を
目
安
に
必
ず
受
け
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
市
の
制
度
を
利
用

し
て
健
康
を
管
理
し
、
自
分

の
体
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
、

日
々
を
楽
し
く
、
元
気
に
過

ご
す
コ
ッ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
／
・
　
ぜ
ひ
、
基
本

健
康
診
査
、
が
ん
検
診
な
ど

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
お

勧
め
し
ま
す
。

　
▼
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
人
▼
と
き
・
：
毎
週
木
曜
、

午
後
１
時
半
～
３
時
半
▼
会
場
…
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
：
歯
と
歯
周
組
織
の
診
察
、
歯
の
磨
き
方
指
導

▼
費
用
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
：
健
康
医
療
課
（
豊
内
線

２
３
３
３
）
　
へ
電
話
か
右
の
検
診
申
込
書
を
郵
送
で

189

基本健康診査は、成人病の早期発見など、体の異常

　　　　　　の有無を発見する目的で実施していま

すが、また、検査結果を知って生

　活習慣を見直す良い機会とも言

　　えます。

　　　年に１度は基本健康診査を

受け、自分の健康状態を把握

し、「健康生活」を心掛けまし

よう。

Ｘ

実
施
要
項

■
実
施
期
間
・
：
５
月
1
0
日
㈲
～
８
月
3
1
日
㈹

■
対
象
・
：
4
0
歳
以
上
の
人

一
費
用
…
無
料
（
市
が
9
6
7
1
円
全
額
を
負
担
）

一
持
ち
物
・
：
健
康
手
帳
（
下
の
囲
み
参
照
）
、
印
鑑

■
直
接
、
医
療
機
関
へ
行
っ
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

１

ｌ
ｇ

Ｊ
／

こ
ん
な
人
は
必
ず
受
け
ま
し
よ
う

- ‾ ’ ゜ ’ － ← ’ ‾ ’ y

受
診
方
法

･sa｀
●
受
診
の
機
会
の
な
い
自
営
業
の
人
や
主
婦

一
＼
　
●
働
き
過
ぎ
の
人
・
忙
し
い
人
　
●
太
っ
て

　
　
　
ｉ
　
　
ｉ
　
―
ｌ
ｊ
Ｐ
Ｉ
・
―
　
｀
Ｉ
Ｉ
一
一
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
　
ｌ

/が゛

い
る
人
・
●
親
が
高
血
圧
や
糖
尿
病
の
人

●
健
康
に
自
信
の
あ
る
人
　
●
今
ま
で

／
一
度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
人

／

／
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
χ

＼

r=ssEsaりa。。
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医療機関へ行く

「基本健康診査協力医療機関」の
ｌ　　ｔり｀叱卜礁･ｙｎ-|局／ｊ匹JJ

l　ステッカーが目印
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検査結果を聞き、

保健指導を受ける
ｌ　　．・　・’　　・・
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健康管理にお役立てを

健康手帳
　
健
康
手
帳
は
、
自
分
の
健
康
状
態
の
経
過
を
記
録
し
、

健
康
管
理
に
役
立
て
る
も
の
。
ま
た
、
心
身
の
健
康
を

高
め
る
た
め
の
知
識
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
検
診
や
健
康
相
談
な
ど
を
受
け
る
と
き
に
は
、
必
ず

持
参
を
。

　
な
お
、
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
、
健
康
医
療
課
窓
口

や
検
診
・
相
談
会
場
な
ど
で
、
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す
。

4
0
歳
以
上
の
市
民
に
無
料
で
お
渡
し
し
ま
す

年に一度は健康チェック

基本健康診査

成人歯科健康診査
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ま
て
に
　
三
月
寸
戸
一
日
耳
泊

で
行
わ
れ
た
商
業
統
計
調
査
の
宇

治
市
分
の
結
果
か
蛋
と
め
た
「
宇

治
市
の
商
業
」
を
刊
行
し
毒
司

　
こ
れ
は
、
卸
売
・
小
売
業
を
対

象
に
、
過
去
一
年
間
の
堅
謡
動

の
状
況
を
調
べ
た
も
の
で
す
。
日

常
の
営
業
活
動
や
学
習
の
参
考
資

料
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
　
「
宇
治
市
の
商
業
」
は
、
市
役
・

所
一
階
の
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
と
、

中
央
・
東
宇
治
の
各
図
書
館
で
閲

覧
で
き
る
ほ
か
、
企
圃
課
（
豊
内

線
２
０
～
）
竺
部
四
百
円
で

お
度
し
し
ま
す
。

た
「
都
市
指
標
」
と
、
宇
治
市
を

含
む
南
山
城
の
三
市
四
町
の
統
計

数
値
を
収
録
し
た
「
南
山
城
統
計

指
標
」
夕
莉
行
し
ま
す
。

　
市
忿
竺
階
の
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
と
、
中
央
・
東
宇
治
の
各
図

書
館
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
’
企
画

課
（
酋
内
線
2
0
8
3
）
で
各
一

部
百
円
で
お
渡
し
し
示
ｙ
（
部
数

に
限
ぴ
が
あ
り
未
了
）
。

ン
ト
＜
　
Ｈ
Ｋ
-
ｔ
-
Ｋ
-
ﾄ
ぢ
參
て
Ｉ
’
刄

種
…
ハ
エ
、
マ
ジ
カ
、
ブ
ラ
ッ
ク

バ
ス
な
ど
▼
審
査
基
準
・
：
１
尾
の

長
寸
順
（
活
魚
に
限
る
）
▼
問
い

ふ
Ｂ
せ
・
：
観
光
協
会
（
萱
2
3
・
3

3
3
4
）
へ
。

　
無
料
法
律
相
談

　
▼
と
き
・
：
５
月
３
日
㈲
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
市

民
会
館
▼
相
談
内
容
…
近
隣
、
金

銭
貸
借
、
相
続
な
ど
（
税
務
は
除

く
）
▼
主
催
・
：
京
都
大
学
法
律
相

談
部
▼
問
監
Ｂ
ｔ
…
広
報
課
市

民
相
談
系
（
ａ
内
線
2
0
8
0
）
へ
。

宇治文化・芸術

展会話懇

　
▼
補
給
期
間
…
２
年
間
▼
額
…

年
利
の
Ｏ
・
７
％
に
相
当
す
る
額

▼
対
象
…
市
内
に
引
き
続
き
１
年

以
走
隋
（
法
人
は
本
店
所
在
地
）

が
あ
る
人
▼
申
し
込
み
・
：
交
付
申

請
に
関
す
る
説
明
を
し
ま
す
の
で
、

返
済
予
定
表
を
持
っ
て
商
工
課

（
萱
内
線
2
2
1
7
）
へ
来
庁
１

　
現
在
、
児
竜
壬
蒙
座
け
て
い

る
人
が
勤
務
先
か
退
職
す
る
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
児
童
手
当
の
受
給

権
が
消
滅
す
る
こ
と
が
あ
皇
子
。

最
近
退
職
し
た
人
や
退
職
予
定
の

人
は
、
福
祉
総
詣

祉
係
（
豊
内
線
2
3
0
7
）
へ
連

絡
し
で
フ
ヘ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
手
当
は
、
三
年
一

月
二
日
以
降
に
生
次
れ
た
場
合
は
、

　
五
年
度
の
市
消
費
牛
活
モ
ニ
　
い
。
ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
が
調
査
　
木
タ
マ
起
・
勝
井
幸
子
（
広
野
）
、

タ
ー
・
二
十
五
人
が
決
ま
り
ま
　
に
訪
れ
た
際
に
は
、
ご
協
力
を
　
森
靖
子
・
柴
田
順
子
（
大
久
保
）
。

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
鎌
田
美
智
子
（
開
）
、
西
川
千

　
消
費
生
活
と
は
、
私
た
ち
の
　
　
五
年
度
の
モ
ニ
タ
ー
は
次
の
　
香
子
（
伊
勢
田
）
、
吉
村
登
志

生
活
と
切
口
離
す
こ
と
の
で
き
　
哲
兄
で
す
（
敬
称
芭
。
連
絡
　
子
・
下
村
寿
々
代
（
小
倉
）
、

な
い
衣
・
食
・
住
を
は
じ
め
、
　
先
な
芦
詳
し
ぐ
は
、
商
工
課
消
　
宮
田
真
澄
・
園
田
具
由
美
（
棋

健
康
や
契
約
な
ど
、
す
べ
て
の
　
費
生
活
係
（
豊
内
線
2
2
1
8
）
　
島
）

生
活
分
野
に
か
か
わ
る
も
の
で
　
へ
。

す
。
モ
ニ
タ
ー
は
、
こ
れ
ら
の
　
　
山
路
恭
子
・
田
中
琴
美
（
木

こ
と
に
関
し
て
日
常
生
活
で
感
　
幡
）
、
桂
喜
代
子
（
平
尾
台
）
、
　
　

九
匹
丿
匹
ｔ
八
心
八
に
一

じ
た
こ
と
を
市
に
報
告
す
る
ほ
　
白
土
一
美
・
小
西
千
代
・
松
井
　
　
　
　
　
　
’

‘
’
″
’
″
″

か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
物
価
　
佳
子
（
五
ケ
庄
）
、
工
藤
美
和
’
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
。
‐

調
査
な
ど
畠
扁
。
市
で
は
、
　
子
・
沢
木
佳
代
（
菟
道
）
、
渡
　
　

作
丿
大
四
万
Ｊ

１
　　 　　

そ
れ
を
、
施
策
の
資
料
と
し
ま
　
辺
英
子
・
西
村
恵
子
・
高
木
直
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

す
。
　
　
　
　
　
　
　
子
（
宇
治
）
ヽ
栗
路
子
（
折
　
　
　
　
　
□

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
モ
ニ
タ
　
居
台
）
、
立
花
重
代
・
川
田
道
　
　
　
　

ｆ

　 　 　 １
１
Ｅ
Ｗ
四
心

１
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
　
子
（
神
明
）
、
船
橋
文
子
・
鈴

　
市
内
の
美
術
家
、
音
楽
家
、

学
者
な
ど
で
構
成
す
る
宇
治
文

化
・
芸
術
懇
話
会
の
、
美
術
関
係

者
の
作
品
を
一
堂
に
集
め
、
展

示
に
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
4
日
出
１
５

月
５
日
面
（
４
月
2
6
日
囲
は
休

館
）
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
歴
史
資
料
館
展
示

第
一
子
で
も
支
給
の
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
児
童
を
養

育
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
預
金
通
帳
と
認
め

印
を
持
っ
て
、
同
係
（
公
務
員
は

勤
務
先
）
で
手
続
き
鴛

　
な
お
、
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
ぐ
は
同
係
へ
。

室
▼
出
品
作
家
・
・
・
○
洋
画
１
麻
‘

原
譲
、
橋
本
房
男
、
森
本
岩
雄
、
一

矢
野
喜
久
男
Ｏ
彫
刻
＝
大
倉
侍

郎
、
藤
庭
賢
一
、
村
上
泰
造
Ｏ
一

工
芸
＝
小
林
尚
眠
、
三
浦
景
生
一

Ｏ
書
＝
古
谷
蒼
韻
、
森
鵬
父
（
敬

称
略
）
▼
問
こ
Ｂ
せ
・
・
・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
容
2
0
・
2
1
1
1
）
　
一

へ
。
入
場
は
無
料
。
　
　
　
　
一

－リング大会のクラス･距離

　-1...

-

ンテオリェ

ク　ラ　ス 距離 対　　　象

個　人 個　人
クラス
Ａ 6 km 中学生以上の男女
Ｂ 5 km 同上（初心者向け）

グループ

　(2～5人
で１組)

.一　般
クラス
Ａ 6 km 男性・女性または混合
Ｂ 5 km 同上（初心者向け）

家族クラス 4 km 子供を含む家族
少年少女
ク　ラ　ス 4 km

中学生以下の男子・女子
または混合

　
▼
と
き
・
：
５
月
3
0
日
～
７
月
４

日
の
毎
週
日
曜
、
午
後
ｔ
時
Ａ

時
半
。
６
回
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
▼
定
員
・
：

先
着
2
0
人
▼
受
講
料
・
・
・
７
９

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
４
丹
2
2
日
團
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
（
豊
4
6
　
・
0
6
8

8
）
へ
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
9
日
向
、
午
前

９
時
Ａ
１
１
時
半
に
太
陽
が
丘
体
育

館
前
で
深
け
付
け
（
小
雨
決
行
）
▼

ク
ラ
ス
・
距
離
・
：
右
下
表
の
と
お

り
▼
参
加
費
・
・
・
１
０
０
円
▼
持
ち

物
・
：
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
雨
具
。
コ

ン
パ
ス
は
先
着
１
５
叉
ま
で
貸

し
出
し
▼
問
い
合
わ
せ
…
市
民
体

育
課
（
容
内
線
2
6
2
1
）
へ
。

　
▼
と
き
・
・
・
４
月
2
8
日
叫
午
後

蒔
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央

宙
館
▼
内
容
…
お
は
な
し
、
読

簡
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
・
：
５

Ｅ
よ
学
校
低
学
年
▼
問
鉱
石

J
l
.
｡
｡
同
館
（
豊
2
0
・
1
5
1
1
）
へ
。

茄
は
無
料
、
直
接
会
場
へ
。

　
　
　
　
　
市
政
だ
よ
り
四
月
十

四
眼
ｕ

一
日
号
二
面
の
、
行
政

相
談
委
員
・
菱
田
俊
子
さ
ん
の
電

話
番
毎
ほ
、
容
4
3
・
2
2
0
3
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
、
お
わ
び

父
子
。

し,‥‥‥‥‥|・・-.=.=.レ目|･･卜.,…………|ｌ…………｜一一㎜い　．ｉ
…………il

･ ･ ･ ■ ■ ㎜ ■ ■ ■ ■ ｜■ ■ ■ ■ ■ Ｗ

・，･……｜

※
こ
れ
は
、
４
月
初
め
に
実
施
し
た
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
店
頭
価
額
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

品　日 規　　格
平均價格

価格状況
対前月比 対前年比

ガソリンレギュラーμ現金売り
　円 123 　　％▲0.8 　　　％▲0.8

ティッシュ
　ペーノi－

400枚入り1 fi
(ｸﾘﾈｯｸｽ･ｽｺｯﾃｨ) 118 1.7 ０

台所用
　ラップ

サランラップ
3(ごmX20ni 202▲2.4 ▲6.5

アルミ
　ホイル 25cmX 8 m 133▲ 4.8 ▲3.5

洗濯用
粉せつけん 2.4k9 799 3.2A 0.9

牛　　肉
すき焼き用
中程度1009 364A 7.1 ▲6.4

塩さ　け切り身1009 310 11.1▲2.2

バレイショ 男　爵1009 25 19.0▲24.2

キャベツ中玉幻lk. 195 44.1 14.6

鶏　　卵
Ｍサイズパック
入り10(111 134AlO.l ▲14.6

食用　油
日清サラダ油
ポリ容器入'I＼.≫i 601 2.4

-

しよう油キッコーマン濃:］ポリ容器入り＼t 284 4.0▲2.4

砂　　糖上白1 k, 223 0.5▲8.2

小麦粉 日清小麦粉フラワー
ii<9（薄力粉） 192 2.1 2.1

み　　そタケヤミソIk,405 2.5 2.5

洗濯代 ワイシャツ
白の長そで 204▲2.4 5.7

　
剛
宇
治
市
公
園
公
社
で
は
、
一

緑
の
多
い
美
し
い
ま
ち
づ
ぐ
り

を
遥
め
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
自
宅
や
地
域
で
生
け
刎
つ

く
り
や
植
樹
な
ど
奪
葛
際
に
、

助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
よ
シ
な

握
に
利
用
で
き
ま
す
。
気
軽

に
同
公
社
事
務
局
（
酋
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
お
申
し
込
み
ぐ
だ

さ
い
。

■
生
け
垣
を
つ
く
り
た
い
（
生

　
け
垣
設
置
奨
励
事
業
）

　
否
垣
を
設
置
す
る
場
合
は
、

一
メ
ー
ト
ル
当
た
り
五
千
円
以

内
・
総
額
五
万
円
を
限
度
に
、

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を

生
け
垣
に
変
え
る
場
合
は
、
一

メ
ー
ト
ル
当
た
旦
八
千
円
以
内

・
総
額
六
万
円
を
限
度
に
、
助

'93宇治
　花と緑の

キャンペーン

▲は減○いずれも消費税込み

成
金
を
交
付
し
示
ｙ
。

　
実
施
前
に
申
請
欠

■
記
念
植
樹
を
し
た
い
（
記
念

　
植
樹
事
業
）

　
個
人
が
Ｏ
結
婚
ふ
据
記
念

日
Ｏ
出
産
○
入
園
・
入
学
Ｏ
長

寿
の
お
祝
い
Ｏ
自
宅
の
新
築
・

増
改
築
・
購
入
を
記
念
し
て
植

樹
す
る
場
合
や
、
町
内
会
・
自

治
必
一
な
ど
の
地
域
団
体
が
活
動

ブ
ロ
ッ
ク
塀
（
左
）
か
ら

生
け
垣
（
下
）
に
変
え
、

家
の
表
情
も
イ
キ
イ
キ

　
四
月
二
十
三
日
圭
一
十
九
日

は
「
み
μ
ぢ
の
週
間
」
。

　
市
と
公
園
公
社
で
は
、
こ
れ

Ｋ
易
せ
て
稽
と
緑
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ｙ
聚
竹
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
お
越
Ｌ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
４
月
2
3
日
面
～
3
0
日

　
面
（
市
役
所
閉
庁
時
は
除
ぐ
）
、

の
節
目
を
記
念
し
て
植
樹
す
る

場
合
に
、
記
念
植
樹
用
の
樹
木

を
配
布
し
ま
す
。

■
庭
先
な
ど
を
花
で
飾
り
た
い

　
（
プ
ラ
ン
タ
ー
貸
出
事
業
）

　
町
内
会
・
自
治
会
や
商
店
街

な
ど
で
、
道
路
に
面
し
た
庭
先

な
ど
に
花
飾
り
を
ず
る
場
合
に
、

プ
ラ
ン
タ
ー
に
用
土
と
花
の
苗

聚
呵
け
て
貸
し
出
し
示
ｙ
。

　
午
前
旦
以
丁
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
役
所
１
階
市
民

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー

▼
内
容
・
・
・
花
の
種
子
の
配
布
、

　
緑
化
事
業
の
紹
介

▼
問
監
昌
せ
…
環
境
保
全
課

　
（
容
内
線
2
2
5
2
）
へ
。

190

ご
利
用
く
だ
さ
い

一
時
的
保
育
事
業

　
一
時
的
保
育
事
業
が
、
昨
年
度

の
登
ぴ
保
育
園
に
引
き
続
い
て
、

今
年
度
か
ら
は
、
同
胞
保
育
園
で

も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
一
時
的
保
育
事
業
と
は
、
け
が

や
入
院
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
、
一

時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
に

な
る
場
合
や
、
保
護
者
の
就
労
形

態
な
ど
に
よ
っ
て
、
断
続
的
に
保

育
が
困
難
に
な
る
場
合
に
、
一
時

的
に
子
供
を
保
育
し
ぶ
７
と
い
っ

も
の
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
保
育
園
・
：
登
り
保
育
園

　
　
采
幡
赤
塚
８
１
１
、
公
3
2
・

　
3
8
1
1
）
、
同
胞
保
育
園
（
大

　
久
保
町
旦
椋
7
2
－
２
、
豊
4
4
・

　
3
6
3
2
）

▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
就
学
前
の

　
児
竜
で
、
登
ぴ
保
育
園
は
５
ヵ

今
年
度
か
ら
は

市
内
2
園
で

実
施

　
月
児
か
ら
、
同
胞
保
育
園
は
４

　
ヵ
月
児
か
ら

▼
保
育
時
間
・
・
・
午
前
８
時
～
午
後

　
４
時

▼
料
金
・
：
１
日
1
4
0
0
円
。
こ

　
の
ほ
か
昼
食
・
お
や
つ
代
の
実

　
費

▼
申
し
込
み
・
・
・
保
育
課
（
酋
内
線

　
2
3
2
2
）
へ
。

生
け
垣
づ
く
り
助
成
金
制
度

お 知 ら せ

福 祉

ス ポ ー ツ学 ぶ

図 書 館

市
民
の
ひ
ろ
ば

「
宇
治
市
の
商
業
」

の
刊
行
に
つ
い
て

「
都
市
指
標
」
『
南
山
城
統
計

指
標
』
の
刊
行
に
つ
い
て

　
京
都
府
都
市
統
計
協
議
会
と
南

山
城
統
計
研
究
心
一
で
は
、
人
口
・

産
業
・
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
府

内
十
一
市
の
統
計
数
値
を
収
録
し

コ
ー
ル
せ
せ
ら
ぎ

春
の
コ
ン
サ
ー
ト

宇
治
川
魚
釣
り
大
会

　
▼
と
き
…
４
月
2
5
日
面
、
午
後

Ｚ
時
開
演
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
公
民

貼
▼
入
場
料
・
：
無
料
▼
問
い
合
わ

ｔ
・
：
小
坂
恵
美
子
亭
ん
（
豊
2
2
・

ｑ
５
６
５
）
へ
。

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
1
6
日
間
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
↓
石
川
一
帯

▼
参
加
受
け
付
け
…
○
事
前
＝
５

月
1
5
日
出
ま
で
、
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
観
光
セ
ン
タ
ー
で
Ｏ
当

日
９
午
前
５
時
ト
ー
時
に
、
中
の

島
朝
霧
橋
た
も
と
特
設
テ
ン
ト
と

京
阪
宇
治
駅
前
で
▼
魚
の
持
ち
込

み
・
：
午
後
Ｌ
時
～
２
時
に
、
同
テ

無
料
法
律
相
談

中
小
企
業
経
営
支
援
の
特
別

融
資
に
関
す
る
利
子
補
給

　
剪
都
暇
吽
片
企
糞
絹
包
友
掴
製

別
融
資
｛
⑩
人
闘
｝
）
か
、
京
都

鳳
ぶ
企
業
体
質
強
化
資
金
特
別

融
資
（
④
１
冊
迎
を
営
け
た
人

に
、
利
子
の
補
給
を
し
ま
す
。

消費者と行政のパ

イプ役
5年度

市消費生活モニター

　　　決まる

児
童
手
当
の
消
滅
と
申
請

和
裁
初
級
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
５
月
‥
１
１
日
～
６
年
４

月
1
9
日
の
毎
週
火
曜
、
午
前
1
0
時

Ｉ
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
…
内
職
セ

ン
タ
ー
（
木
幡
南
端
4
8
－
1
5
）
▼

刃
象
・
：
和
裁
に
多
少
心
得
が
あ
り
、

１
年
間
続
け
て
受
講
で
き
、
将
来

和
裁
で
の
内
職
を
考
凡
て
い
る
人

▼
定
員
…
一
…
…
］
人
応
募
多
数
の
場

合
、
抽
選
）
▼
申
し
込
み
・
問
い

｛
お
せ
・
・
・
４
月
2
8
日
團
ま
で
に
同

セ
ン
タ
よ
容
3
1
・
8
2
9
8
｝
へ
。

ワ
ー
プ
ロ
初
級
講
座

宇
治
市
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

お
は
な
し
会

お買いもののめやす4月

分

こんな

時には

ご利用

を
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